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ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
４
階

の
活
用
方
法
は

問  

ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
４
階
の
９
ホ
ー
ル

の
活
用
方
法
と
し
て
、
７
ホ
ー
ル
を
映

画
館
、
１
ホ
ー
ル
を
文
化
活
動
、
１

ホ
ー
ル
が
映
画
・
市
民
文
化
兼
用
と
の

こ
と
だ
が
、
運
営
会
社
が
手
伝
う
の
は

７
ホ
ー
ル
だ
け
な
の
か
。

答  

官
民
協
働
の
映
画
館
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
運
営
会
社
か
ら
の
提
案
に
は

映
画
祭
や
衛
星
放
送
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
や
サ
ッ
カ
ー
観
戦
等
の
ラ
イ
ブ
中
継

や
鴻
巣
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
シ
ネ
ア
ド（
映

画
C
M
）等
が
あ
り
、
総
合
的
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。

問  

管
理
運
営
は
本
市
が
行
い
、
運
営
会

社
は
手
伝
う
形
な
の
か
。

答  

運
営
主
体
は
本
市
で
す
が
、
管
理
方

法
は
指
定
管
理
者
制
度
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

問  

映
画
館
運
営
を
し
て
い
た
９
ホ
ー
ル

を
見
た
が
、
天
井
の
崩
落
が
大
き
い
と

感
じ
た
。
耐
震
の
仕
様
等
が
改
正
に

な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
改
修

工
事
を
行
う
の
か
。

答  

従
来
の
２
倍
程
度
の
補
強
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
壁
等
に
つ
い
て
も
補
強

材
を
さ
ら
に
加
え
て
い
く
予
定
で
す
。

映
画
館
改
修
、
備
品
購

入
に
よ
る
金
額
増
は

問  

映
画
館
９
ホ
ー
ル
を
市
が
購
入
し
、

７
ホ
ー
ル
を
映
画
館
、
う
ち
２
ホ
ー
ル

を
市
民
ホ
ー
ル
に
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
備
品
の
購
入
等
に
よ
り
補
正
金
額

が
上
が
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答  

今
回
の
補
正
予
算
の
内
容
は
映
画
館

及
び
市
民
ホ
ー
ル
と
し
て
整
備
す
る
費

用
で
あ
り
、
そ
の
修
繕
費
や
備
品
購
入

費
で
す
。
今
後
は
、
運
営
面
の
維
持
管

理
費
が
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

全
小
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
１
台
増
設

問  

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）増

設
の
設
置
時
期
、
配
置
の
仕
方
は
。

答  

小
学
校
は
林
間
学
校
に
合
わ
せ
７
月

下
旬
に
、
中
学
校
は
８
月
か
ら
導
入
し

ま
し
た
。
１
台
目
は
学
校
玄
関
・
保
健

室
に
設
置
し
、
２
台
目
は
学
校
行
事
等

に
活
用
す
る
移
動
式
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
補
助

金
額
は
妥
当
か

問  

自
主
防
災
組
織
支
援
事
業
の
補
助
金

は
妥
当
な
の
か
。

答  

結
成
後
10
年
間
は
３
万
円
を
活
動
費

と
し
て
、
１
度
だ
け
1５
万
円
を
資
機
材

審議議案

平成23年度決算認定
平成23年度の一般会計歳出総額

355億5,600万円
（対前年比＋2．５％）

　平成24年9月定例会が開催されました。
　平成2３年度一般会計決算、平成24年度一般会計補正予算をはじめ、条例の制定や一部改正、意見書の
提出などについて慎重に審議を行いました。ここでは、主な質疑についてご紹介します。

財産の取得

補正予算

補正予算補正予算

今後活用されるホール
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の
事
業
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
産
業
観
光
館
」建
設
の

総
額
は

問  

（
仮
称
）歴
史
民
俗
資
料
館
が
産
業
観

光
館
に
至
る
ま
で
の
総
額
は
。
ま
た
、

来
館
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

総
額
３
億
２
６
７
０
万
円
余
り
を
か

け
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
国
の
補

助
金
や
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
た
め

市
単
独
負
担
は
１
割
で
す
。
な
お
、
２

月
か
ら
８
月
末
ま
で
の
来
館
者
数
は
１

万
３
５
８
１
人
で
す
。

平
成
23
年
度
財
政
健
全
化

判
断
、
４
指
標
と
も
健
全

問  

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
い

て
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
。

答  

４
指
標
の
う
ち
、
実
質
赤
字
比
率
と

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
赤
字
額
が
発

生
せ
ず
健
全
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
実

質
公
債
費
比
率
は
５
・
７
％
、
将
来
負

担
比
率
は
1６
・
３
％
で
、
と
も
に
前
年

度
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

整
備
費
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
が
、

自
治
会
費
な
ど
を
充
て
て
い
る
自
主
防

災
組
織
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
組
織
率

が
５５
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
早
く
１
０

０
％
に
す
る
努
力
を
し
、
そ
の
後
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
事
業
に
２
４
８
２
万

２
０
０
０
円

問  

永
年
保
存
文
書
目
録
電
子
化
委
託
料

に
つ
い
て
、
永
年
保
存
文
書
の
量
と
目

録
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答  

市
の
永
年
保
存
文
書
の
内
、
紙
台
帳

で
の
文
書
検
索
を
行
っ
て
い
る
も
の
が

保
存
箱
で
約
１
８
０
０
箱
あ
り
、
こ
れ

ら
の
文
書
名
や
文
書
発
生
年
度
等
を
文

書
目
録
と
し
て
電
子
化
を
行
い
ま
す
。

検
索
シ
ス
テ
ム
で
検
索
作
業
の
利
便
性

と
作
業
効
率
の
向
上
が
図
れ
ま
す
。

暴
力
団
排
除
条
例
、
制

定
さ
れ
る

問  

暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
理
由
と
、

基
本
理
念
を
伺
う
。

答  

昨
年
８
月
１
日
に
県
が
暴
力
団
排
除

条
例
を
施
行
し
ま
し
た
が
、
県
条
例
で

は
規
定
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
か

ら
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

 　

基
本
理
念
と
し
て「
恐
れ
な
い
、
提

供
し
な
い
、
利
用
し
な
い
」こ
と
を
推

進
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

青
少
年
に
関
し
て
は
、
暴
力
団
に
加
入

し
な
い
等
に
関
し
て
の
文
言
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

個
人
市
民
税
、
平
成
26
年

度
よ
り
５
０
０
円
加
算

問  

市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
個

人
市
民
税
の
均
等
割
が
５
０
０
円
加
算

さ
れ
３
５
０
０
円
と
な
る
が
、
増
収
分

の
内
容
と
使
途
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

自
治
体
が
行
う
防
災
対
策
の
施
策
の

財
源
と
な
り
ま
す
。
平
成
2６
年
度
か
ら

3５
年
度
ま
で
の
臨
時
特
例
で
、
本
市
は

年
間
２
８
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
、

指
定
避
難
所
と
な
る
小
学
校
で
の
避
難

生
活
上
の
安
全
性
等
を
向
上
す
る
た
め

補正予算

決 算

決 算

条例の一部改正 条例の制定

中心市街地の活性化を担う「産業観光館」

用　
語　
解　
説

自
治
体
財
政
の
４
指
標
と
は

①
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
等
の
赤
字
の
大
き
さ

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
市
全
体
の
赤
字
の
大
き
さ

③
実
質
公
債
費
比
率

　

 

借
入
金
な
ど
の
そ
の
年
の
返
済
額

の
大
き
さ

④
将
来
負
担
比
率

　

 

借
入
金
の
残
高
な
ど
今
後
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
大
き

さ
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1．金澤孝太郎
①人口減少問題定住人口を増し活気ある鴻巣とするた
めに②スポーツ基本法改正に伴う鴻巣市のスポーツ振
興は③鴻巣駅西口広場整備事業と将来の開発ビジョン
₂．岡田　恒雄
①福祉行政、生活保護の現状と課題について、高齢者
が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくりにつ
いて②市民協働行政、自主防災組織について
₃．金子　雄一
①一般会計予算における合併特例債の発行可能期間延
長について②行政措置予防接種について③若者の雇用
対策について
₄．橋本　稔
①消防バイクの導入について②防災ラジオの配付③フ
ラワーラジオの有効利用④企業誘致の取り組みは⑤荒
川左岸通線について用地取得の方法は
₅．並木　正年
①松山新道（市道Ａ ‐ 20４1号線）の踏切の改良②中央公
民館と鴻巣児童センターの改修③旧図書館の活用計画
④駅ナカ・駅チカ送迎保育ステーションの設置
₆．福田　悟
①空き家対策について増加傾向にある状況の対策②パ
ノラマ公園前のサツキ及びドウダンツツジが枯死して
いるが対策は
₇．菅野　博子
①「再開発組合」「㈱エルミ鴻巣」経営実態の公表②正規
の保育士の増員③福祉タクシー券、自動車燃料支援の
増額③小中学校にエアコン設置④同和対策の終結
₈．野本　恵司
①市役所本庁舎の老朽化した内装の改善計画と建設予
定の別棟との関係②健康まつりの充実③自殺対策の相
談状況④防災訓練の開催時期と会場イメージ
₉．加藤　久子
①元荒川の桜の若木の植樹②ブックスタートについて
のアドバイザーと読み聞かせボランティアのバランス
③吹上富士見保育所と鎌塚保育所統廃合計画の見直し
10．坂本　国広
①防犯カメラの設置について②小学校のプールを地域
住民に一般開放することについて③婚活支援事業「こ
うのす花コンバスツアー」について

11．頓所　澄江
①生活保護受給者の自立支援の取り組み②医療費扶助
適正化の取り組み③ケースワーカーの増員について④
空き家等の適正管理に関する条例制定について
12．織田　京子
①コンビニ収納で支払不可能な事が起こった原因②精
神疾患の方の医療費助成③いじめの状況とネットいじ
め④合併地域間による繋がり⑤婚活（花コン）の成果
13．田中　克美
①国民健康保険事業の財政状況・２方式の賦課方式へ
の移行・医療費の動向と医療費抑制のための方策②観
光協会の法人化・中山道宿場会議の開催について
14．秋谷　修
①子ども条例について、本市で制定する考えはあるか
②自動車運転免許返納者に対する優遇策について

15．長嶋　元種
①北鴻巣駅東口駅前への一時駐車場新設②障害者総合
支援法の成立③土曜日授業の実施状況④市地域防災計
画の見直し⑤公共工事の入札及び契約の適正化の推進
16．川﨑　葉子
①胃がん検診にピロリ菌検査・ペプシノゲン検査の導
入は②予防ワクチンの現状と今後③うつ病の早期発見
④いじめ問題⑤人として「生きる力」をどう学ぶか
17．中野　昭
①合併特例債延長法可決に伴う本市の対応について②
道の駅「（仮称）花と人形の駅」新設事業について③増設
後のパークゴルフ場の使用料について
18．加藤　孝
①滝馬室地区の公園の設置状況②大間近隣公園施設に
かかる地域住民の意向の反映③馬室斜面林の保護及び
斜面林を利用した公園の整備
19．潮田　幸子
①市民税（復興財源確保法）増税の活用計画②合併特例
債発行期間延長による合併特例事業見直し③公共施設
の保全計画④不育症対策⑤子育て窓口の一元化
20．阿部　愼也
①オンデマンドバスは高齢者に健康とはりあいのある
生活を提供できると思うが②増え続ける高齢者医療費
削減の特効薬は外出支援にあると思うが

 ２０人の議員がさまざまな分野にわたり、市に考
えを聞きました
（詳細については本庁・支所にある市政情報コーナーや図書館
に備えつけの会議録や市議会ホームページをご覧ください。
なお、会議録の掲載については１2月中旬を予定しています。）

市民の皆様の声を市政に

が
ん
検
診
受
診
に
よ
る

早
期
発
見

問  

平
成
23
年
度
が
ん
検
診
事
業
に
よ
る

早
期
発
見
の
状
況
は
。

答  

早
期
発
見
は
乳
が
ん
８
人
、
胃
が
ん

３
人
、
大
腸
が
ん
27
人
、
子
宮
が
ん
１

人
、
前
立
腺
が
ん
５8
人
、
肺
が
ん
は
０

人
で
し
た
。
し
か
し
、
要
精
密
検
査
と

な
っ
た
方
の
３
分
の
１
が
未
受
診
で
す

の
で
、
今
後
、
受
診
勧
奨
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

低
所
得
者
へ
の
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減

問  

低
所
得
者
へ
の
軽
減
対
策
と
国
保
税

の
収
納
率
向
上
対
策
は
。

答  

今
ま
で
低
所
得
者
対
策
と
し
て
保
険

料
の
６
割
・
４
割
軽
減
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
７
割
・

５
割
・
２
割
軽
減
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
現
年
度
の
納
付
率
は
91
％
で
す
。

口
座
振
替
等
で
納
税
に
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

決 算 決 算


